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凝集体分析のための sub2 μmのサイズ排除カラム、酸化変異体や DAR分析のための高速高分離が可能な
HICカラム、インタクトな抗体やペプチドを逆相分析する際に選択すべきカラムについて、さらにオリゴヌクレ
オチド分析カラムについてお話します。

Agilent Infinity II Bio LCは、バイオコンパチブル材質で構成された UHPLCで、mAbの凝集体分析や電荷変
異体分析、ADCの DAR測定、またオリゴ核酸の不純物分析などで良好なピーク形状、分離を実現します。
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ランチョンセミナーはライブ配信のみ、オンデマンド配信は行いません。

オンライン視聴方法の詳細は、年会ホームページをご確認ください。

ライブ配信について

視聴方法について


